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で有意に低率であった（39.7% vs 55.9%, p<0.01）。また、やせ群では分
娩週数が有意に早く（38.4±1.7 週 vs 38.7±1.7 週, p<0.01）、妊娠 37
週未満の早産も有意に多かった（10.7% vs 6.7%, p<0.05）。出生体重も
やせ群で有意に低値であったが（2846±416g vs 2973±431g,  p<0.01）、
small for gestational age (SGA)の割合は両群間で同等であった。 
【結論】標準群と比較し、やせ群は若年者が多く、健やか親子 21 推奨
値よりも体重増加量が少ない症例が多かった。また、やせ女性では早産
が多く、児の出生体重が低値であったが、SGA発症との関連は認められ
なかった。 
